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I

唯識説における識を理解するためには,玄美が「唯識十大論師」とよぶ

人々の学説を検討することが必要である。即ら「唯識十大論師」とよばれ

る人々は世親の『唯識三十頌』に対する註釈書を著したといわれる①。 そ
の中,護法と安慧の著した註釈書はそれぞれ『成唯識論』と『唯識三十頌

釈論』 (Trili16ikavimaptibha,ya)で ぁる。護法の『成唯識論』について

はここでは説かないことにして, 今回は安慧の『唯識三十頌釈論』につい

ての識について考えてみたい。

唯識説で説かれる識 (Vijiana)は ,六識および末那識(意)と これらの根

底にある阿頼耶識である。六識および末那識は現行識であり, それに対し

て阿頼耶識はこれらの識の根底にある識で,潜在意識ともよばれる。本論

ではまず六識,末那識 (現行識)お よび阿頼耶識 (潜在意識)を含めた広い意

味の識について考えた上で,現行識と潜在意識との関係を考えてみたいと

思う。

II

識 (Vijiana)に対する従来の理解は大きく分けて三分することができる。

一つは識といえば直ちに認識する作用叉は作用の本体を意味し,それは認

識機能そのものであり,従 って識だけでは表象 (Vijnapti)す る働きをもた
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ないとする考え方である。第二の理解は識は即ち識るもの,識 る主体 (能

縁)であるという考え方である②。『唯識三十頌』の冒頭に次のような偶が

述べられている。

実にさまざまな,我 。法の仮設が行われているが, それは識転変

(vijnanapar“ ama)に於てである。(atmadharmopacaro hi vividho

yab pravartate vijianapari■ ame'sau)(3)

今ここで「識転変に於て我
。法の仮設が行われている」という場合の識転

変 (Vijianapari,ama)と ぃぅ合成語は前者は識を認識機能そのものと見

る立場であり,後者はそれを識る主体であるとする立場である。それ故両

者においてはその合成語の理解は自ずと異ってくる。即ち前者に於ては識

は認識機能そのものであるが故に,そ の識自体に於ては表象 (Vijiapti)を

もつものとして発生することはありえない。識が識としての働きをもつの

はpari,ama(転変)であり,そ の働きを待って Vijnaptiさ れるというの

である。このような意味から合成語の中の pari,amaと いぅ語は,識が識

としての働きをもつものという点で極めて重要な意味をもっている。なぜ

ならば識は上でのべたようにそのままでは pari,ama(転変)す るもので

はなく識がその機能を発揮するのは pari,ama(転変)と いう動きをまっ

て始めて「我・法の仮設が行われる」というのである。従ってVijianapari_

,ama(識転変)と いう合成語は, 識の転変という tatpurusaの 意味で

解釈すべきものである。しかるに後者の考え方によれば識 (Vijiana)そ の

ものはpari,amaす るもの,逆にpari,amaす るものは識 (Vijiana)そ の

ものという立場に立って考えているのであり, 従って Vijianapari,ama

(識転変)と いう合成語は Vijiana(識 )だけでもよく, 或いは
pari,ama

でも成り立つというように karmadharayaの 意味で理解するものである。

今 Viinanapari,amaと ぃぅ合成語を識の面から考えてtatpuru,aでみる

のかkarmadharayaで みるのか考えてきたのであるが次にそのpari,ama
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の面から考えてみたい。

III

安慧は pari,amaについて『唯識三十頌釈論』の中で註釈して次のよ

うに説いている。

この転変とは何であるか。異ることである。因の利那が滅すると同時

に因の dlJ那 とは特質を異にする果が生ずることが転変である。 (kO'

ayan■  pari,amo nama/anyathatva血 /kara,ak,a■ anirodha‐

samakalatt kara,akoa,avilak,anab karyaSya atmalabhab pari‐

■amab)141

つまり唯識説では転変とは元来非変異の識があって,それが同一性を保ち

ながら様相を変えるというのではなく,現在/11那 に生じた果は因の利那と

は特質を異にして生じているのである。時間的には因と果との前後の異利

那間の関係でとかれ,一方特質 (lak,ana)の面から,因の利那の特質と果

の利那の特質とは異って生じていると説かれているのである。そしてこの

pari,ama(転変)に よって阿頼耶識は因 (善 。悪)と 異って果 (無記)が生じ,

末那識は思量し,六識は境を了別するというのであるが, この転変によっ

て具体的に諸識はどのように顕現されるのか次に考えてみよう。

VI

転変 (pari,ama)の 働きによって前後の異利那にわたる因と果との特質

(lak,ana)が 異った状態として生じている識とは, 上にあげた阿頼耶識 ,

末那識,六識をあげることができる。末那識および六識は現勢化する識で

あるが故に現行識ともよばれ善,悪,無記の性質をもっている。一方その

現行識にそれらの性質をうえつけるのは阿頼耶識である。なぜならばその

中に現行識の内容を利那毎に決定する種子が蔵されているからである。現
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行識は現勢化して所取,能取の関係において把捉されるものであり, それ

が第一偏の中で説かれた Vijianapari,amaの 意味である。 しかもこの

識の所取,能取の姿は,宙kalpa(妄分別)に よって把捉された姿であり,

これ (妄分別)に よって分別せられたものは実在しないと言われる0。 この

ような阿頼耶識および現行識が相互に因となり果となる関係があることを

『唯識三十頌』の第十八偶の中で次のようにのべられている。

識は実に一切の種子を有するものである。転変は更互の力からそれぞ

れに行われる。それによってそれぞれの妄分別が生ずる。(SarVablja血

hi vijianain pari,amas tatha tatha/yati anyOnyava`ad yena

vikalpab sa Sa jttyate)18(6)

この個の初めにのべている識とは現行識 (六識および末那識)の底にいまだ

表にあらわれない一切の種子をもった識即ち阿頼耶識をのべている。 この

識から現行識がおこることも転変といわれる。 この現行識と阿頼耶識の転

変との相互因果の関係については安慧は因転変,果転変として更に詳しく

説いている。この点については後に検討することにして, ともかく阿頼耶

識と現行識とは因となり果となる関係で相互に働 くことによって阿頼耶識

から現行識が生じ,種 々なる妄分別を起しているのである。我々が物を分

別したり執着したりするのは,現行識が所取 。能取の姿として表象せられ

たものなのである。一方このように表象する機能をもつ現行識も/1」那毎に

変化して一―前希1那の識は現在希U那の識とは異った相として生じ,叉現在

/11那の識は次利那の識とは相を異にして一一生ずる。そしてその成長によ

って習気を逆に阿頼耶識の中に残す(薫習する)と いう阿頼耶識と現行識と

は相互因果の関係で結ばれているのである0。 つまり「宙
jianapari,ama

において我 。法が仮設せられる」というのは, 阿頼耶識の中の種子が過去

の業や現行識の習気によって禾Uttdll那 に新たな薫習をうけてそれを因とし

て成熟し,種子の変化によって現勢化する。 この種子の現勢化によって生
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じた現行識はそれぞれ思量し,境を了別するという転変の働きをもって具

体的に我々の前に表象せられてくるのである。 このように阿頼耶識と現行

識とは相互に因となり果となる関係にあり, これがすべて識の姿を表わし

ているのである。阿頼耶識と現行識とは第十八偶にもとづいてこのように

説明されるのである。次に阿頼耶識の中の種子がどのような働きをなし,

それが現行識にいかなる影響を与え叉現行識はその習気を阿頼耶識にどの

ように与えているかを考えてみたい。

V

今第十八偶を中心に阿頼耶識と現行識との相互因果の関係が説かれたが,

阿頼耶識の中の種子ならびに現行識のはたらき(転変)を 安慧はそれぞれ因

転変,果転変と呼んでいる。まず因転変について次のように説いている。

阿頼耶識において, 異熟と等流との習気が成長することが因転変であ

る。(hetupari,amo ya ttlayavijttane vipakanisyandavasanapari‐

puotih)18)

即ち阿頼耶識は過去の業による結果の識であることから異熟識ともよばれ

る。この異熟識が種子を保ちつつ/11那 ごとに転変し,種子は善・悪の影響

によって成長する。十分に成長し尽 くされた状態になったとき,阿頼耶識

に変化がおこって種子は現勢化する。一方阿頼耶識の中には異熟の種子の

みならず等流の種子が存する。等流とは現行の識の習気によってつくられ

た同類の因がそのまま成長して同類の結果を生むのである。 このように過

去の業や現行の識の習気を阿頼耶識の中の種子にうえつける。その結果阿

頼耶識の中の異熟の種子と等流の種子とが希U那利那に変化し,成長をとげ

る一―前の状態と異って生ずる一一からこれを安慧は因転変として説いて

いる。更に現行の識が習気 (種子)と いかなる関係で結びつくのか習気を二

つに分けて説明している。
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善 。悪の六識は阿頼耶識の中に異熟の習気と等流の習気とをおく。無

記 〔の六識〕および染汚意とは〔阿頼耶識の中に〕等流習気のみをおく。

pravrttiVijianallil ku`alaku`alm alayavijiane vipakavasanalil

ni,yandavasanatt cadhatte / aVyakrta血  kliotallill ca mano

nisyandavasanam eva/(91

と説かれる。即ち善・悪の六識は阿頼耶識の中に異熟習気をおく。一方善

。悪 。無記の六識および末那識 (有覆無記)は阿頼耶識の中に, それぞれ等

流果を生ずる習気をおき,その習気が利那dll那 に変化し,成長をとげる。

このように異熟習気,等流習気の双方は,過去の業や現行識の習気として

黒習せられたもの(習気)であり, それが種子として成長することを因転変

として示したものである。一方現行の識は因転変でとかれたようにrll那 /1J

那に異る種子の影響によって識はVIJ那毎に生ずる。 これを果転変として二
つに分けて次のように説いている。

①異熟習気が活動をおこすが故に,過去の業の牽引が尽きたときに,

他の同類のもののところに阿頼耶識が生れることと,②等流習気が活

動をおこすが故に〔六〕識と末那識とがすべて阿頼耶識から生ずること

く,慶 るゝ。(Vipakavasanavrttilabhad alayavijianasya p■ rvakarma‐

akoepaparisamaptau ya nikayasabhagantaresu abhinirvrtti尊 /

nisyandavasanavrittilabhac ca ya pravrittiVijiananalil klistasya

ca manasa五 layavlJnanad abhinirvrittib/1° l

即ちここで説かれる意味は上に因転変で説かれた如く過去の業や現行識に

よって作り出された習気を阿頼耶識の中の種子にうえつける。その種子は

変化し成長をとげるのである。それが成長し頂点に達したところで, その

習気(種子)の力に応じた六識(善,悪,無記)及び末那識(有覆無記)が生ず

る(等流習気)。 阿頼耶識の中の種子が成長し尽きたときその習気の勢力に

応じて六識,末那識が転生し生ずるのである。先に第十八偶で説かれた如
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く, 阿頼耶識と現行識は相互因呆の関係によって妄分別 (Vikalpa=所取 。

能取の対立)と いう執着の世界をつくり出すと同時に, 叉その習気を阿頼

耶識の中の種子に薫習すると説かれたのである。 このように識は過去の希U

那から現在のYll那 に現在の利那から未来の利那へと利那lll那 に転変し同類

の識を生起せしめているのである。 これが果転変のうち後者の意味すると

ころである。 これに対して前者の意味はこの転変の姿は現在の生存のみな

らず,現在の生存が終っても次の生において輪廻転生して執着の世界を作

りだすと説 くのである。 過去の善・悪の業 (一切の三界と五趣と四生の生

存に於ける善 。悪の業)に よってもたらされた現在の生存は, 利那利那の

異熟習気の働きによって変化し,成長しその活動が尽きたとき現在とは異

った衆同分 (nikayasabhaga)|こ 転生して新たに阿頼耶識を生ぜじめると

いうのである。従って我々が欲界,色界,無色界, あるいは五趣,四生の

いずれに生れるかはすべて過去の業に求められるのである。 このように過

去の業をともなった異熟習気は現在の識を規定し, それが未来の識 (未来

の生存)を規定するというのである。 従って我々は無分別の 出世間智を体

得しない限 り阿頼耶識は永遠に煩悩を伴った種子を成熟,成長させて過去

世から現在Lへ,現在世から未来世へ輪廻転生してゆくのである。

VI

以上『唯識三十頌釈論』における pari,amaと vijnanaの 意味および

その関係を検討してきたのであるが,結局問題は Vilianapari,amaと ぃ

う合成語をどのように理解するかという点に絞られる。 そこで『三十頌』

の中で説かれている合成語を順をおって検討してみると, 第一偶で pari‐

,amaを定義してそれは三種であるとし,第二偶では「異熟と思量と言わ

れるものと境の了別」 とをiあげている。以下第十六偶までそれら三種の

pari,amaの所縁, 行相がのべられている。 第十七偏はこれら三種の

愈伽行派における識の問題 (神谷信明)-21-



pari,amaを受けて「この識転変は妄分別なり, これ (Vikalpa)に よって

分別せられるものは実有ではない」 と説かれた。 ここで安慧は妄分別

(Vikalpa)と は第十六偶までに述べてきた三種の識転変であると註釈して

いる。従ってこの偶および安慧の註から考えて Vilianapari,amaは妄分

別であり,具体的には阿頼耶識, 末那識及び六識を指すことは明らかであ

る。 すると識転変とは妄分別で三種の pari,amaで あるということにな

る。この考え方によれば識は即ちpari,amaで ぁる。つまり Vijnanapari‐

,amaと ぃぅ合成語はここに出ている限 りkarmadharayaで解釈すれば

よいことになる。更にこれを裏付けるものとして安慧の次のことばがある。

「阿頼耶」と 〔『三十頌』に〕あるが, 阿頼耶識という名を有する識が

異熟転変である。■layakhyam iti alayavilianaSattjiakallil yad

vijianain sa vipakapari,amaぃ 。。

ここでは阿頼耶識の説明であるが,阿頼耶識が異熟転変であると説かれる。

即ちこの文章の構造は「yad宙jianallil sa pari,amaぃ」とalayavijiana

(阿頼耶識)を除いた文章におきかえて考えれば pari,ama とは即ち Vi‐

mana(識 )を指すことになりこの合成語は明らかにkarmadharayaで 解

すればよいことになる。『三十頌』の第十七偶および註等では少なくとも

karmadharayaの 意味をもっていた。このようにして Vijnanapari■ ama

という合成語は Viinanaと pari,amaと は同一のものでありながら時間

的な前後の関係から pari,amaが ,阿頼耶識と現行識との同時相互因果の

関係から宙jnanaが とかれたとみるべきであろう。同一のものが Vijnana

とよばれたり pari,amaょ ばれたものと考えることができる。

(1}『成唯識論述記』巻一本(大正蔵43・ 231・ 下)

との記述によるといわゆる「唯識十大論師」がすべて『唯識三十頌』に対する註

釈をなしたといわれる。

(劾 「識」を「認識機能そのもの」と見る前者の立場は長尾教授が『鈴木学術財団
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研究年報 4』 (1967)の中で『識とは「識るはたらきJ(Vijinati)そ のものをいう。

知覚や認識の事実そのものを指すのであって,「能識」や「能縁」なのではない。』

と説かれる。また後者の「識」を「識る主体(能縁)」 とみる立場は上田教授が『仏

教思想入門』(p.114)の中で明らかにしている。この両者の考え方に関して拙論

「宙jianapari■amaについて」『名古屋大学文学部研究論集』(LX.1973.3)が ある。

(3)Sylvain L6宙 校訂本『Tri」h6ika宙 jiaptikarika(1)』

14)Sylvain L6宙 校訂本『Tri血
`ika宙

liaptibha,ya』 p.16

(5)Sylvain L`vi校訂本 『Triin`ikaviェ aptikarika tり 』p.35

「vijiinapari,am。  'yaril vikalpO yadvikalpyate tena tannasti tena idam

sarvai vijiaptimatrakarill」 は71

この識転変 (宙 lianaparinama)|ま妄分別 (Vikalpa)な り。これ (vikalpa)に よ

って分別せられるものは実有ではない。故に一切は唯識のみのものである。

(6)Sylvain L6vi校訂本『Tri血
`ikaviliaptikarika te』

p・ 14。

(■ この阿頼耶識と現行識とは相互因果の関係で結ばれていることについては次の

論書にもあげられている。

大正新脩大蔵経,第 31巻 p.163b『摂大乗論』「云何阿梨耶識与染汚,一時更互為

因,警如燈光与燈煙生及焼燃,一時更互為因,叉如薦東一時相依持故得住立,応知

本識与能薫習,更互為因其義亦繭,如識為染汚法因,染汚法為識因,何以故,離

此二法,異因不可得故」とあり, ことで阿頼耶識と諸識との更互因果の関係を灯

火の芯と烙との関係でといている。芯が焔となって燃え,烙が灯火の芯をもえあ

がらせるようにする。あるいは一本だけではたおれてしまう。産が相依して立っ

ているような状態であるともいわれている。このように阿頼耶識と諸識(現行識)

とは更互因果の関係を保っているのである。また

『大乗阿毘達磨経』にも次のように説かれている。「諸法於諸識蔵,識於法亦爾,

更互為果性,亦常為因性Jと とかれる。諸識は阿頼耶識の中に蔵せられ, 同様に

阿頼15識 も諸識の中に蔵せられる。常に更互に結果としてまた原因として阿頼耶

識と諸識との更互の関係があるのである。

(8)Sylvain L6vi校訂本『Tri血 6ikavijiaptibha,ya』 p・ 18

(9}   ″    ′′    ″   『   ″         ″      』p.18

1101     ″     ″     ″    『   ″           ′′       』 p.18

1111     ″     ″     ″    『   ″           ″       』 p.18

喩伽行派における識の問題 (神谷信明)-23-




	日本佛教學會年報 第39号 佛教教團の諸問題 480p _部分462
	日本佛教學會年報 第39号 佛教教團の諸問題 480p _部分461
	日本佛教學會年報 第39号 佛教教團の諸問題 480p _部分460
	日本佛教學會年報 第39号 佛教教團の諸問題 480p _部分459
	日本佛教學會年報 第39号 佛教教團の諸問題 480p _部分458
	日本佛教學會年報 第39号 佛教教團の諸問題 480p _部分457
	日本佛教學會年報 第39号 佛教教團の諸問題 480p _部分456
	日本佛教學會年報 第39号 佛教教團の諸問題 480p _部分455
	日本佛教學會年報 第39号 佛教教團の諸問題 480p _部分454
	日本佛教學會年報 第39号 佛教教團の諸問題 480p _部分453

